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澤
浄
弁

『古
今
集
注
』
所
引
の
■
古
今
集
』
本
文
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

二
条
為
世
講

・
繹
浄
弁
受
の
伝
受
を
伝
え
る
と
さ
れ
る

『古
今
集
』
注

釈
書
、
所
謂

『浄
弁
注
』
は
、
諸
氏
の
伝
本
博
捜
に
よ
り
、
抄
出

一
本
を

含
め
現
在
四
本
が
知
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
の
間
に
は
僅
か
な
が
ら
も
注
釈
内

容
の
相
違
が
認
め
ら
れ
、
各
伝
本
の
相
互
関
係
や
成
立
事
情
を
ど
の
よ
う

に
考
え
る
の
か
が
課
題
で
あ

っ
た
。
近
年
、
深
津
睦
夫
氏

「古
今
和
歌
集

浄
弁
注
に
つ
い
て
―
宗
匠
家
の
古
今
集
注
釈
２
１
」

（皇
学
館
大
学
紀
要

２８
　
平
２

●
１
）
に
よ
り
、
現
存
伝
本
の
注
説
は

「
宮
内
庁
書
陵
部
本
↓

天
理
図
書
館
本
↓
桃
園
文
庫
本
」
と
い
う
成
立
順
序
で
あ
る
蓋
然
性
が
高

い
こ
と
、
注
釈
内
容
の
差
異
の
幾
ら
か
は
浄
弁
自
身
の
改
稿

・
補
筆
し
た

結
果
で
あ
ろ
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
も
、
浄
弁
は

「建

徳
三
年
」
直
前
に
盛
ん
に
伝
授
を
行
っ
て
お
り
、
注
釈
書
を
纏
め
て
弟
子

に
与
え
る
機
会
が
あ

っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
た
。

「浄
弁
注
』
各
伝
本
に
お
け
る
注
説
の
相
違
、
そ
の
相
互
関
係
に
つ
い

て
は
深
津
氏
論
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
慶
応
本
の
紹
介

（１
）
な
ど
に

海

野

　

圭

介

よ
り
、
書
誌
的
な
問
題
に
は
な
お
検
討
の
余
地
も
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、

「浄
弁
注
』
は
、
鎌
倉
時
代
の
二
条
宗
匠
家
の

『古
今
集
』
説
を
伝
え
る

と
さ
れ
る
数
少
な
い
資
料
で
あ
る
だ
け
に
、
そ
の
相
互
関
係
の
解
明
と
共

に
、
古
今
伝
受
と
の
関
係
、
更
に
は
、
そ
の
注
釈
態
度

・
性
格
の
検
討
も

要
求
さ
れ
よ
う
。

小
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
課
題
に
対
し
、
先
に

『浄
弁
注
』
の
書
誌
的
な

問
題
に
つ
い
て
深
津
氏
論
に
若
干
の
補
訂
を
行
い
、
そ
の
上
で

『浄
弁
注
』

に
引
用
ざ
れ
る

『古
今
集
』
本
文
の
検
討
を
通
し
て
、
浄
弁
の
古
今
伝
受

と

『浄
弁
注
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

浄
弁
に
は
、
そ
の
伝
受
の
旨
を
記
す

『古
今
集
』
伝
本
と
注
釈
書
の
双
方

が
残
存
し
て
お
り
、
両
方
面
か
ら
浄
弁
の
伝
受
を
捉
え
る
こ
と
が
可
能
で

は
な
い
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

一
『浄
弁
注
』
の
伝
本
は
、
現
在
次
の
四
本
が
知
ら
れ
る
。

-58-



①
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

『古
今
倭
調
集
』

〔８
７
ミ
じ

②
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
蔵

『故
金
青
中
』

〔〓
Ｔ
田
ム
〓
〕

③
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵

『古
今
和
歌
集
口
博
』

〔〒

一
〇
‐
【∞
〕

④
慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
蔵

『
古
今
和
歌
集
抄
』

〔
〓
２
出
ミ
〕

こ
の
内
、
慶
応
本
は
抄
出
で
あ
る
。
深
津
氏
前
掲
論
文
に
指
摘
さ
れ
る
よ

う
に
、
各
伝
本
の
注
説
に
は
幾
ら
か
の
相
違
点
が
見
ら
れ
る
が
、
被
注
歌

の
出
入
は
な
く

（２
）
、
注
説
に
異
同
を
持
つ
数
例
に
お
い
て
も
、
そ
の

内
容
は
相
互
に
関
係
を
持
ち
、
全
く
異
な
る
訳
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
注

釈
内
部
の
異
同
は
、

「浄
弁
注
」
と
い
う
形
態
の
大
枠
が
確
立
し
た
後
の

改
訂

・
増
補
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
、
今
は
細
部
に
は
触
れ
な
い
。

慶
応
本
を
除
く
三
伝
本
は
、
表
記
形
態
面
の
相
違
を
以
て
書
陵
部
本
と

天
理
図
書
館
本

・
桃
園
文
庫
本
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る

（仮
に
書
陵

部
本
系

・
天
理
図
書
館
本
系
と
呼
ぶ
）
。
ま
た
、
慶
応
本
の
表
記
形
態
は

天
理
本
系
と
類
似
し
て
い
る
。
両
系
統
の
差
異
を
具
体
的
に
記
せ
ば
、
後

掲
表
に
示
す
よ
う
に
、
書
陵
部
本
は
掲
出
さ
れ
る
被
注
歌
に
詞
書
、
作
者

名
注
記
を
持
ち
、

「古
今
集
』
歌
は

一
首
全
て
が
引
用
さ
れ
る
。
注
釈
の

配
列
は

「
詞
書
↓
和
歌
↓
和
歌
注
↓
詞
書
注
」
の
順
に
注
釈
部
を
後
半
に

纏
め
た
整
然
と
し
た
形
で
あ
る
。
対
し
て
、
天
理
図
書
館
本
系
は
被
注
歌

に
作
者
名
注
記
は
持
た
ず
、
詞
書
も
注
を
付
す
場
合
の
み
掲
載
さ
れ
る
。

「古
今
集
』
歌
は

一
部
分
の
み
抜
枠
し
て
引
用
さ
れ
る
例
が
多
く
、
注
釈

の
配
列
は

「
詞
書
↓
詞
書
注

・
和
歌
↓
和
歌
注
」
の
順
に
本
文
の
直
後
に

注
釈
を
付
す
形
で
あ
る
。
注
釈
の
内
容
か
ら
は
、
初
出
の
可
能
性
が
高
い

と
さ
れ
る
書
陵
部
本
は
、
形
態
面
で
は
他
三
本
と
異
な
り
特
異
な
形
を
持

つ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
配
列
に
は
後
代
の
改
変
が
加
わ
る
と
思
わ
れ
る
部

分
も
存
す
る
。
次
に
書
陵
部
本
と
天
理
図
書
館
本
と
を
対
照
し
て
示
す
。

一書
陵
部
本

Ｉ
器
ｕ
・
〓
∞
番
歌
）

老
ひ
ら
く
の
こ
む
と
し
り
せ
は
門
さ
し
て

な
し
と
こ
た
へ
て
あ
は
さ
ら
ま
し
を
お
８
〕

お
ひ
ら
く
と
は
唯
老
と
云
詞
也

と
ヽ
め
あ
へ
す
む
へ
も
と
し
と
は
い
は
れ

け
り
し
か
も
つ
れ
な
く
す
く
る
よ
は
ひ
か
〔∞
一∞
）

つ
れ
な
く
す
く
る
よ
は
ひ
と
は
、
は

や
く
は
過
ぬ
よ
は
ひ
と
い
ふ
也
。

一天
理
図
書
館
本
〓
８
い
・
８
∞番
歌
）

お
い
ら
く
の
こ
む
と
し
り
せ
は
門
さ
し
て

（∞
０い）

お
ひ
ら
く
と
は
た
ゝ
老
と
云
こ
と
葉

詞
云
こ
の
み
つ
の
■
は
む
か
し
在
け
る
み

た
り
の
翁
の
よ
め
る
と
な
む
―

）

こ
の
み
た
り
の
翁
の
こ
と
、
颯
さ
ま

′
ヽ
秘
事
と
て
、
さ
し
た
る
證
拠
も

な
き
あ
て
こ
と
ヽ
も
申
人
お
ほ
き
敷

古
今
四
人
撰
者
不
勘
得
し
て
し
ろ
し

付
さ
る
こ
と
末
学
浅
智
身
と
し
て
働

じ
る
ら
ん
も
信
せ
ら
れ
す
。
頗
お
こ

か
ま
し
き
こ
と
也
。

（∞
∞゙）

つ
れ
な
く
過
る
よ
は
ひ
か
と
は
、
は

や
く
は
過
ぬ
よ
は
ひ
か
也
。
（８
∞注
）

詞
云
み
た
り
の
翁
の
こ
と
さ
ま
′
ヽ

秘
事
と
て
さ
し
た
る
証
拠
も

て
こ
と
ゝ
も
申
人
多
敷
。
古
今

曇
者
不
勘
得
し
て
し
ろ
し
付
さ
る
こ

と
を
、
末
学
浅
智
身
と
し
て

む
も
信
せ
ら
れ
す
。
余
に
お
こ

書
陵
部
本
で
は
、
八
九
二
～
八
九
五
番
歌
の
左
注
と
そ
の
注
で
あ
る

「
み

た
り
の
翁
」
の
注
が
、
八
九
八
番
歌
と
そ
の
注
に
よ
っ
て
分
断
さ
れ
て
い

る
。

「
み
た
り
の
翁
」
の
注
は
八
九
八
番
歌
に
は
直
接
関
係
が
な
く
、
そ

の
後
に
置
く
必
然
性
は
な
い
。
こ
れ
は
書
陵
部
本
が
他
の
箇
所
に
倣
っ
て
、

し
か
も
つ
れ
な
く
す
く
る
よ
は
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「
詞
書
↓
和
歌
↓
和
歌
注
↓
詞
書
注
」
と
い
う
形
に
書
面
を
整
備
し
た
時

点
で
、
左
注
を
詞
書
と
解
し
、
そ
の
注
を
八
九
八
番
歌
注
の
後
に
置
い
た

た
め
と
思
わ
れ
る
。
天
理
図
書
館
本
系
伝
本
の
配
列
は

「左
注
↓
左
注
の

注
↓
八
九
八
番
歌
↓
八
九
八
番
注
」
の
順
で
あ
り
、
こ
の
方
が
自
然
で
あ

る
。
こ
の
並
び
が
本
来
の
形
で
は
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

書
陵
部
本
の
配
列
に
改
変
の
手
が
加
わ
る
と
す
れ
ば
、
和
歌
の
引
用
形

態
の
差
異
も
、
或
い
は
書
陵
部
本
の
改
変
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

一書
陵
部
本
一
３
露
番
歌
）

奥
山
の
酬
劇
洲
割
創
刻
ち
り
ぬ
べ
み
ょ
覆

ぎ
べ
双
夏
ど
で
製
翼
川
膠

引
劇
洲
劃
倒
冽
制
と
は
、
山
家
な
と

に
石
を
つ
み
て
か
き
に
し
た
る
所
に

あ
る
も
み
ち
な
り
。
て
る
日
の
光
は

薇
ヨ
瞑
磯
魚
「
編
碧
■
舅
。
或
い

は
、
い
は
に
生
た
る
柿
の
も
み
ち
と

一広
々
。

『古
今
集
』

（田
μ
・
器
Ｎ番
歌
）

８
【　
さ
ほ
山
ぶ
順
ド
ｋ
ｂ
陽
勝
ち
ち
り
ぬ
へ
み
躍
口
目
合
略
略
輌
脳
願
「
娘
げ

一田
　
奥
山
の
国
日
が
割
Ы
冽
ョ
ち
り
ぬ
へ
し
て
る
日
の
光
み
る
時
な
く
て

書
陵
部
本
引
用
の

『古
今
集
』
歌
の
上
旬
は
二
八
二
番
歌
で
あ
る
が
、
下

旬
に
は
二
八

一
番
歌
が
混
入
し
て
い
る
。
注
説
部
分
を
見
る
と
、

「
コ
川

洲
割
馴
馴
劃
馴
酬
～
」

「で
覆
劇
０
光
は
～
」
と
あ
る
の
で
、
注
釈
の
依

拠
本
文
は
二
八
二
番
歌
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『浄
弁
注
』
は
二
八

一

番
歌
注
を
持
た
な
い
の
で
、
こ
の
例
を
転
写
時
の
目
移
り
に
よ
る
誤
写
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
単
な
る
写
し
誤
り
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
元
来

二
八
二
番
歌
の
上
旬
の
み
が
掲
出
さ
れ
て
い
た
も
の
に
、
後
か
ら

『古
今

集
』
を
参
照
し
書
面
を
整
理
し
た
際
に
、
二
八

一
番
歌
の
下
旬
を
誤
っ
て

書
写
し
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
天
理
図
書
館
本
系
伝
本
に
は

二
八
二
番
歌
下
旬
は
引
か
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
し
て
も
、
書
陵
部
本
の
増

補
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

書
陵
部
本
に
は
、
こ
の
よ
う
な
表
記
形
態
面
で
の
単
純
な
ミ
ス
と
思
わ

れ
る
点
が
散
見
す
る
。
後
者
の
例
は
と
も
か
く
、
前
者
の
例
は
明
ら
か
に

形
式
的
操
作
に
よ
る
錯
乱
で
あ
る
。
書
陵
部
本
に
は
テ
キ
ス
ト
の
改
変
が

行
わ
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
、
転
写
段
階
で
の
操
作
の
可
能
性
を
想
定

し
て
も
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
但
し
、
こ
れ
は
天
理
図
書
館
本
、
桃

園
文
庫
本
の
注
釈
が
書
陵
部
本
の
も
の
に
先
行
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、

今
は
、
表
記
形
態
の
問
題
に
留
め
た
い
。
注
釈
内
容
の
相
違
に
は
依
然
間

題
が
残
る
が
、
両
系
統
の
表
記
形
態
の
相
違
は
、
注
釈
内
容
の
異
同
と
は

別
次
元
で
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

二
『浄
弁
注
』
の
注
釈
を
検
討
す
る
際
に
は
、
書
陵
部
本
の
独
自
部
分
に

は
注
意
を
払
う
必
要
が
あ
る
が
、
書
陵
部
本
と
桃
園
文
庫
本
に
は
、
成
立

事
情
を
伝
え
る
、
ほ
ぼ
同

一
の
奥
書
が
見
え
る

（天
理
図
書
館
本
は
無
奥

書
、
脱
落
し
た
も
の
か
）
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

右
愚
老
年
来
参
仕
宗
匠
之
間
、
地
面
授
口
決
、
織
聞

一
反
帰
宅
記
之

一天
理
図
書
館
本
一
３
露
番
歌
）

お
く
山
の
日
日
洲
劃
倒
引
ョ
ち
り
ぬ
べ
し

ｄ
劇
洲
劃
屈
藁
と
は
、
山
家
な
と
に

石
を
つ
み
て
か
き
に
し
た
る
所
に
あ

る
紅
秦
な
り
。
て
る
日
の
光
は
帝
王

に
た
と
へ
よ
め
る
な
り
。
或
云
い
は

に
生
た
る
柿
の
も
み
ち
と
云
々
。
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云
廃
忘
云
僻
案
、
其
誤
定
繁
多
歎
。
然
而
常
諺
被
仰
云
、
我
門
弟
中

菓
慇
懃
之
庭
訓
之
輩
、
不
及
汝
等
所
以
者
何
、
於
上
者
有
師
弟
約
諾
、

不
及
委
間
之
故
不
授
之
。
於
汝
等
者
課
捜
重
間
之
間
、　
一
往
雖
欲
秘

之
、
剤
ョ
司
ョ
瀾
「
副
翻
翻
翻
Ⅶ
ヨ
司
Ｊ
∃
側
「
劇
ｄ
州
――
硼
測
棚
劇

也
云
々
。
況
撰
集
之
故
質
、
詠
歌
之
口
伝
、
面
受
之
条
、
且
住
吉
玉

津
嶋
証
誠
也
。
恐
可
謂
傍
若
無
人
実
。
二
代
作
者
八
旬
衰
老
　
浄
弁

〓
書
陵
部
本
〓
桃
園
文
庫
本
も
ほ
ぼ
同
文
こ

こ
の
奥
書
に
は
、
二
条
宗
匠
家
の

「
秘
曲
」
を
受
け
た
旨
が
記
さ
れ
る

（傍
線
部
）
。
こ
の

「秘
曲
」

。
二
条
宗
匠
家
説
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
形
で
浄
弁
に
伝
え
ら
れ
、
著
さ
れ
る
に
至
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、

幸
い
に
も
、
浄
弁
に
は
そ
の
伝
受

（授
）
を
伝
え
る

『古
今
集
』
が
残
存

し
て
お
り
、

『古
今
集
』
本
文
と
注
釈
書
の
双
方
か
ら
、
伝
受
を
窺
い
知

る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
各
伝
本
の
奥
書
識
語
に
は
、
相
互
の
直
接
関
係

を
示
す
記
述
は
な
い
が
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る

「
秘
曲
」

「家
説
」

「相
伝
」

な
ど
の
語
を
見
る
と
、
全
く
無
関
係
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
浄
弁

相
伝
本

『古
今
集
』
の
確
認
と
共
に
、
今
暫
く
浄
弁
周
辺
に
存
在
し
た

『古
今
集
』
伝
本
を
概
観
し
て
お
き
た
い
。

浄
弁
の
識
語
を
持
つ

『古
今
集
』
伝
本
は
次
の
五
本
が
知
ら
れ
る
。

①
園
林
文
庫
旧
蔵
　
貞
応
本

（貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
）

②
梅
沢
記
念
館
蔵
　
貞
応
本

（貞
応
二
年
七
月
廿
二
日
本
）

③
日
本
大
学
総
合
図
書
館
蔵
　
貞
応
元
年
本

④
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

〔８
∞ム
色
　
抄
出
　
混
態
本

（後
述
）

⑤
宮
内
庁
書
陵
部
蔵

〔３
『よ
８
　
十
五
冊
本
八
代
集
の
内

①
は
、
松
田
武
夫
氏

『勅
撰
和
歌
集
の
研
究
』

（
日
本
電
報
通
信
社
出

版
部
　
昭
１９

・
Ｈ
）
に
紹
介
さ
れ
る
が
、
現
蔵
者
不
詳
の
た
め
未
だ
披
見

の
機
を
得
な
い
。
同
書
に
よ
れ
ば
識
語
は
次
の
通
り
で
あ
る

（
〔
〕
内

の
西
暦
は
私
に
付
し
た
、
以
下
同
様
）
。

本
書
云

元
応
二
年

〔〓
８
〕
十
月
十
四
日
午
時
於
河
東
霊
山
藤
平
草
庵
。
拭

六
十
余
之
老
眼
終
数
十
日
功
詑
模
倣
家
宗
匠
之
証
本
。
豊
非
末
代
規

模
之
重
宝
乎
。
厠
週
Л
訓
調
「
羽
引
剥
Π
調
硼
酬
罰
り
一。
当
世
之
可

仙
勅
集
之
作
者
也
。
秀
以
不
可
処
爾
者
欺
。

本
書
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
律
師
浄
弁
　
在
判

元
享
二
年

〔
〓
ヽ
〕
六
月
八
日
　
以
家
説
授
権
律
師
浄
弁

本
書
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
黄
門
藤
　
在
判

正
中
三
年

〔〓
器
〕
卯
月
廿
日
　
依
為
抜
群
器
量
以
師
説
相
伝
越
前

房
運
尋
譲
与
正
本

本
書
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
律
師
浄
弁
　
在
判

永
仁
之
比
和
毒
之
風
鉢
錯
乱
之
間
令
参
籠
日
吉
社
祈
申
時
祀
候
。
十

禅
師
宝
前
之
時
此
字
飛
来
浄
衣
胸
働
之
拝
領
也
。
前
大
納
言
　
在
判

こ
の
議
語
に
現
わ
れ
る
元
享
二
年

〔〓
博
〕
の
記
録
が
、
浄
弁
の
古
今
伝

受
と
し
て
は
最
も
早
い
も
の
と
な
る
。
尤
も
、
稲
田
利
徳
氏
の
作
製
さ
れ
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た
浄
弁
年
譜

（３
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
浄
弁
は
六
七
歳
で
あ
る
の
で
、

元
享
二
年
ま
で
に

「古
今
集
』
説
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
と
す
る
の

は
早
計
か
も
し
れ
な
い
が
、
よ
り
早
い
伝
受
の
記
録
は
見
な
い
。
識
語
に

は
、
頓
阿
の
勘
註
が
付
さ
れ
て
い
た

（傍
線
部
）
由
が
見
え
る
が
、
松
田

氏
前
掲
書
に
は
、

「
朱
及
墨
に
て
定
家
自
筆
本
そ
の
他
の
本
に
て
校
合
せ

る
跡
が
あ
る
」
と
だ
け
記
さ
れ
て
お
り
、
頓
阿
の
勘
註
に
は
触
れ
ら
れ
な

い
。
転
写
の
際
に
脱
落
し
た
も
の
か
。
松
田
氏
は
貞
応
本

（貞
応
二
年
七

月
廿
二
日
定
家
書
写
本
）
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
後
述
す
る
②
と
本

文
系
統
は
同

一
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
該
本
識
語
に
見
え
る
越

前
房
運
尋
の
名
は
、
尊
経
閣
文
庫
蔵
浄
弁
筆

『後
撰
集
』

『拾
遺
集
』
の

議
語
に
も
記
さ
れ
る
。

②
は
日
本
古
典
文
学
大
系

『古
今
和
歌
集
』
、

「古
今
集
校
本
』
の
底

本
と
さ
れ
、
同
書
の
解
題
に
識
語
の
読
解
も
詳
し
い
。
本
文
系
統
は
貞
応

本
で
あ
る
。
議
語
を
示
す
。

元
亨
四
年

〔
〓
Ｎ
〕
九
月
中
旬
之
此
　
以
家
証
本
書
写
了

羽
林
中
郎
将
　
藤
原
（花
押
）

元
亨
四
年

〔
〓
燿
〕
十
月
十
三
日
　
以
家
説
授
浄
弁
律
師
了

前
亜
相
　
藤
（花
押
）

康
永
四
年

〔
〓
お
〕
正
月
十
日
　
以
家
説
授
慶
運
律
師
了

戸
部
尚
書
　
藤
（花
押
）

正
中
第
二
暦

〔
〓
器
〕
仲
呂
下
旬
廿
日
　
依
為
器
量
伝
授
師
説
譲
与

正
本
於
大
進
註
記
慶
運
　
　
　
　
　
権
律
師
　
浄
弁
（花
押
）

康
安
二
年

〔
〓
露
〕
二
月
廿
六
日
　
依
為
嫡
弟
譲
与
正
本
伝
授
師
説

ぶ
術
運
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
印
慶
運
（花
押
）

以
伝
授
秘
説
授
基
運
了

応
安
二
年

〔
〓
８
〕
六
月
十

一
日
　

法
印
慶
運
（花
押
）

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
浄
弁
は
、
元
享
二
年

〔
〓
器
〕
に
続
い
て
二
年
後
、
元

亨
四
年

〔
〓
滅
〕
に

（記
録
に
残
る
）
三
度
目
の
伝
授
を
受
け
て
い
る
。

ま
た
該
本
に
は
、
元
亨
四
年

〔
〓
Ｎ
〕
か
ら
応
安
二
年

〔
〓
８
〕
ま
で
の
、

浄
弁
、
慶
運
、
基
運
と
続
く
浄
弁

一
門
の
約
半
世
紀
に
わ
た
る
伝
授
の
跡

も
記
さ
れ
る
。
二
条
家
証
本
と
さ
れ
た
貞
応
本
で
あ
り
、
識
語
の
素
性
か

ら
見
て
も
、
こ
の
梅
沢
本

『古
今
集
」
を
仲
介
と
し
た
伝
授
が
、
浄
弁
と

そ
の
門
流
に
お
い
て
、
最
も
重
き
を
お
い
て
行
わ
れ
た

一
流
と
考
え
ら
れ

る
。
浄
弁
の
伝
受
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
場
合
に
も
、
そ
の
伝
流
過
程

ゆ
え
に
基
本
資
料
と
な
ろ
う
。

以
下
は

「
貞
応
本
」
以
外
の
伝
本
で
あ
る
。

③
は
未
だ
披
見
の
機
を
得
な
い
が
、

『古
今
和
歌
集
成
立
論
　
資
料
編
』

に
拠
れ
ば
、
次
の
識
語
を
有
し
浄
弁
周
辺
の
伝
授
を
伝
え
る
。

元
徳
二
年

〔
〓
８
〕
二
月
廿
二
日
　
以
相
伝
説
所
伝
授
大
蔵
丞
藤
原

貞
千
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
律
師
浄
弁
　
在
判

該
本
は
、
定
家
書
写
識
語
を
参
照
す
れ
ば
、

「貞
応
元
年
十

一
月
廿
日
」

の
年
記
が
あ
る
貞
応
元
年
本
で
あ
る
。
該
本
と
浄
弁
の
伝
受
と
の
関
係
は

明
ら
か
で
は
な
く
、
ま
た
、
浄
弁
が
所
謂

「
貞
応
本
」
で
は
な
く
、
貞
応

元
年
本
を
用
い
て
伝
授
を
行
っ
た
理
由
も
定
か
で
は
な
い
。
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④
は
次
の
議
語
を
有
す
る
。

写
本
云
　
本
云

所
奉
伝
授
宗
匠
家
　
為
世
之
説
不
残

一
事
奉
授
。
右
由
入
道
殿
浄
観

之
状
如
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
権
律
師
浄
弁

此
本
之
筆
者
也

該
本
は
、
松
田
氏
前
掲
書
に
紹
介
さ
れ
る
が
、
簡
略
で
あ
る
の
で
多
少
加

え
て
お
き
た
い
。
書
形
、
表
紙
共
に
異
な
る
三
冊
本
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ

真
名
序
、
仮
名
序

・
巻

一
春
上
～
巻
十
物
名
、
巻
十

一
恋

一
～
墨
減
可
と

分
た
れ
て
い
る
。
巻

一
を
含
む
冊
の
題
篠
に
は

『古
今
和
歌
集
」
と
あ
る

が
、
内
容
は
そ
の
抄
出
で
あ
り
、　
一
面
に
朱
に
よ
る
注
記
が
施
し
て
あ
る
。

松
田
氏
は
慶
長
頃
の
写
と
さ
れ
る
。
貞
応
本
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、

「古
今
集
校
本
』

「古
今
和
歌
集
成
立
論
』
に
拠
り
五
〇
番
歌
を
例
と
し

て
本
文
を
確
認
す
る
と
　
（
〈
〉
内
は
細
字
書
入
、
ミ
セ
ケ
チ
は
左
傍
線

を
付
し
て
示
し
た
）
、

山
た
か
み
人
も
す
さ
め
ぬ
さ
く
ら
花
い
た
く
な
わ
ひ
そ
我
み
は
や
さ
む

も
の
な
お
も
ひ
そ
…
私

女ヽ
ヽ
て
永
ゝ
饗
天

い
た
く
な
わ
ひ
そ

〈も
の
な
お
も
ひ
そ
〉
■
雅

陪
い
ほ
陽
應
０
に

〈
い
た
く
な
わ
ひ
そ
〉
‥
六

も
の
な
お
も
ひ
そ
…
④
議
本

と
、
該
本
は
第
二
旬
に

「
も

の
な
お
も
ひ
そ
」
の
本
文
を
持

っ
て
お
り
、

こ
れ
は
清
輔
本
系
統
の
本
文
に

一
致
す
る
。
加
え
て
、
八
二
番
歌
の
次
に
、

う
林
院
に
ま
か
り
て
桜
の
ち
り
け
る
を
よ
め
る

雪
と
見
て
ぬ
れ
も
や
す
る
と
桜
花
ち
る
に
た
も
と
を
か
つ
き
つ
る
哉

の
一
首
を
有
す
る
。
こ
れ
は
、
亀
山
切
、
雅
俗
山
荘
本
以
外
で
は
前
田
家

本
な
ど
の
清
輔
本
系
統
伝
本
が
持
つ
歌
で
あ
り
、
該
本
と
清
輔
本
系
統
伝

本
と
の
関
係
を
窺
わ
せ
る
。
だ
が
、
二
六
二
番
歌
を
見
る
と
、

の
…
元
筋

ち
は
や
ふ
る
神
の
い
か
き
に
は
ふ
く
す
も
秋
に
は
あ
へ
す
う
つ
ろ
ひ
に
け
り

い
ろ
つ
き
…
筋
元

も
み
ち
し
…
雅
寸
巻
公

色
付
に
け
り
…
④
該
本

該
本
の
第
五
句
は

「色
付
に
け
り
」
で
あ
り
、
清
輔
本
系
統
伝
本
と
は

一

致
せ
ず
、
混
態
本
と
考
え
ら
れ
る
。
識
語
に
は

「
所
奉
伝
授
宗
匠
家
　
為

世
之
説
不
残

一
事
奉
授
」
と
あ
る
が
、
本
文
と
は
矛
盾
し
、
こ
の
宗
匠
家

説
に
よ
る
伝
授
を
示
す
議
語
に
は
不
審
が
残
る
。

③
は

一
五
冊
組
の
八
代
集
の
内
の

『古
今
集
』
で
あ
る
。
該
本
は
、
前

記
し
た
②
と
ほ
ぼ
同
文
の
識
語
を
持
つ
が
、

「
校
合
之
本
奥
書
云
」
と
付

記
さ
れ
て
お
り
、
②
と
同
形
識
語
を
有
す
る
伝
本
を
以
て
校
合
し
、
そ
の

校
合
本
の
識
語
を
転
写
し
た
た
め
に
、
⑤
に
は
②
に
類
似
の
識
語
が
見
ら

れ
る
。
従
っ
て
、
浄
弁
に
関
係
す
る
本
文
は
、
該
書
の
校
異
に
採
ら
れ
た

部
分
で
あ
る
。

掲
出
伝
本
の
中
に
は
、
議
語
に
や
や
不
審
が
持
た
れ
る
も
の
も
含
ま
れ

る
が
、
浄
弁
が
数
度
に
わ
た
り

『
古
今
集
』
を
書
写
し
た
こ
と
は
、
陽
明

文
庫
蔵

『大
手
鑑
」
な
ど
に
附
載
さ
れ
る
、
伝
浄
弁
筆
古
今
集
切
と
し
て

伝
わ
る
古
筆
切
に
よ
っ
て
も
知
ら
れ
る
。
中
に
は
清
輔
本
な
ど
系
統
の
異
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な
る
伝
本
を
披
見
す
る
機
会
や
、
書
写
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。
だ
が
、
そ
れ
ら
の
諸
伝
本
は
、
言
わ
ば
傍
系
で
あ

っ
て
、　
一
間
に

相
伝
さ
れ
、
古
今
伝
授
に
用
い
ら
れ
重
視
さ
れ
た
の
は
、
先
に
見
た
よ
う

に
梅
沢
本

『古
今
集
』
と
そ
の
伝
授
で
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

三『浄
弁
注
』
と
梅
沢
本

『古
今
集
』
の
伝
受
と
の
関
係
は
、
両
書
の
奥

書
識
語
に
も
触
れ
ら
れ
ず
決
し
難
い
が
、
梅
沢
本
は
浄
弁

一
門
に
相
伝
さ

れ
た
証
本
で
も
あ
り
、

「浄
弁
注
』
が
二
条
宗
匠
家
説
の
継
承
と
い
う
立

場
を
採
る
以
上
、

『
古
今
集
』
伝
本
と
注
釈
書
の
双
方
か
ら
、
浄
弁
の
古

今
伝
受
と
そ
の
注
釈
を
検
討
す
る
に
は
、
梅
沢
本
を
仲
介
と
し
た
伝
受
と

の
関
係
を
追
う
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
両
書
を
比
較
す
る
た
め
に
は

『古

今
集
』
本
文
の
対
照
と
い
う
方
法
を
採
る
こ
と
に
な
る
が
、
梅
沢
本

『古

今
集
』
の
本
文
と

『浄
弁
注
』
に
引
用
さ
れ
る

『古
今
集
』
の
本
文
と
を

逐

一
対
照
し
て
い
く
と
、
中
に
若
千
の
不

一
致
箇
所
が
あ
り
完
全
な
対
応

は
見
ら
れ
な
い
。
先
に
、
異
同
の
あ
る
箇
所
を

「
梅
沢
本

『
古
今
集
』

―
―

『浄
弁
注
』
所
引

『古
今
集
』
本
文
」
の
順
で
示
し
て
お
く

（
４
）
。

心
な
し
―
―

（心
な
き
〕

さ
く
花
は

〈さ
く
ら
花
〉
―
―
き
く
花
は

（慶
無
）

こ
し
ま
の
さ
き
の
―
―
こ
し
ま
か
さ
き
の

（天

「
こ
し
ま
か
さ
き
か

〈
の
〉
」
、

慶
略
〉

ち
り
に
け
リ
ー
ー
さ
き
に
け
り

（桃

「
ち
り
に
け
り
」
）

こ
ゝ
ろ
や
は
せ
ぬ
―
Ｉ

Ｔ
」た
へ
や
は
せ
ぬ
〕

し
た
は
い
ろ
つ
く
―
―
し
た
葉
う
つ
ろ
ふ

〈色
つ
く
〉

（天

「
し
た
葉
色
つ
く
」

桃

「
し
た
は
う
つ
ろ
ふ
」
、
慶
無
）

枝
も
た
わ
ゝ

〈と
を
ゝ
〉
に
―
―
枝
も
と
を
ゝ
に

（慶
無
）

思
ひ
し
花
を
―
卜
お
も
ひ
し
菊

〈花
イ
〉
を

（天
、
桃
、
慶

「
お
も
０
し
き
く

を
」
）

ち
り
ぬ
へ
し
て
る
日
の
光
み
る
時
な
く
て
―
―

〔ち
り
ぬ
べ
み
よ
る
さ
へ
み
よ

と
て
ら
す
月
影
〕

（慶
無
）

思
ひ
い
て
に
せ
よ
―
―

（お
も
ひ
出
に
せ
む
〕

す
く
す
月
日
は
―
―
す
く
る
月
日
は

（魔
無
）

お
も
ふ
涙
に
―
―
お
も
ふ
心
に

（天

「
お
も
ふ
い

〈
ナ
ミ
タ
〉
に
」
、
魔
無
）

む
は
た
ま
の
―
―

↑
っ
は
二
の
〕

我
そ
の
ヽ
―
―
我
宿
の

（Ｌ

「我
そ
の
ゝ
」
）

神
は
う
け
す
そ
―
―

〔神
は
う
け
す
も
〕

あ
ま
の
つ
り
な
は
―
―
あ
ま
の
た
く
な
は

思
ひ
わ
た
ら
ん
―
―

〔恋
わ
た
る
ら
ん
〕

つ
れ
な
き
人
を
―
―
恋
し
き
人
を

〈天

「
つ
れ
な
き
人
を
」
、
慶
略
）

か
へ
し
て
そ
き
る
―
―

〔か
へ
し
て
そ
ぬ
る
〕

我
は
な
り
け
る
ｌ
ｌ
我
は
な
り
ぬ
る

〈天
、
桃

「
わ
れ
は
な
り
け
る
」
、
慶
略
）

き
ぬ
る
物
ゆ
へ
に
―
―
か
へ
る
物
ゆ
へ
に

（
「天

「
き
ぬ
る
も
の
ゅ
へ
に
」
、

慶
無
）

今
は
の
心
―
―
い
ま
の
こ
ゝ
ろ

（天
、
桃
、
慶

「
い
ま
は
の
心
」
）

み
る
め
す
く
な
し
―
―
み
る
も
す
く
な
し

〈天
、
桃

「
み
る
め
す
く
な
し
」
、

慶
略
）

い
か
に
せ
よ
と
か
―
―
い
か
に
せ
よ
と
て

（天
、
桃

「
い
か
に
せ
よ
と
か
」
、

慶
無
）

し
ひ
て
ゆ
く
―
―

（し
ゐ
て
行
〕

こ
ま
の
あ
し
お
れ
―
―
あ
し
を
れ

（天
、
桃

「あ
し
お
れ
」
、
慶
略
」
）

名
と
り
か
は
―
―
い
さ
や
か
は

〈魔
略
）

お
も
は
ぬ
を
Ｆ
Ｉ
お
も
は
ぬ
に

（天

「
お
も
は
ぬ
を
」
、
慶
無
）

ま
と
ゐ
せ
る
よ
は
―
―
ま
と
ひ
せ
る
よ
は
（天
、
桃
、
慶

「ま
と
ゐ
せ
る
夜
は
」
）

あ
は
れ
と
そ
み
る
―
―
あ
は
れ
と
そ
み
る

〈思
ふ
イ
〉

（天

「あ
は
れ
と
そ
み

る
」
、
桃

「あ
は
れ
と
そ
思
ふ
」
、
魔
無
）

お
い
ぬ
れ
は
―
―
お
ひ
ぬ
れ
と

〈天
、
桃

「
お
ひ
ぬ
れ
は
」
、
慶
時
）

88 曽 8田
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さ
ら
ぬ
わ
か
れ
も
―
―
さ
ら
ぬ
別
の

（慶
無
）

を
り
て
き
ま
し
を
Ｆ
Ｉ
お
り
て
き
ま
し
を

（天
、
桃

「を
り
て
き
ま
し
を
」
、

露

）

ひ
な
の
わ
か
れ
に
―
―
ひ
な
の
な
か
ち
に

天^
、
桃
、
慶

「
ひ
な
の
わ
か
れ
に
」
）

ひ
と
り
こ
ゆ
ら
ん
―
―

〔ひ
と
り
ゆ
く
覧
〕

我
お
ほ
し
と
い
ふ
―
―
わ
れ
お
ほ
し
て
ふ

（慶
略
〉

山
か
つ
ら
せ
よ
―
―
山
か
つ
ら
せ
り

〈天

「
や
ま
か
つ
ら
せ
よ
」
、
慶
略
〉

き
り
た
ち
く
も
リ
ー
ー
き
り
た
ち
わ
た
り

（天

「き
り
た
ち
く
も
り
」
、
魔
無
〉

お
く
ろ
さ
き
―
―
を
く
ろ
さ
き

（天
、
桃

「
お
く
ろ
さ
き
」
、
慶
無
）

お
ふ
の
う
ら
に
―
―
お
ほ
の
う
ら
に

（天
、
桃
、
慶

「お
ふ
の
浦
に
」
）

こ
れ
ら
の
異
同
の
中
に
は
、
三
二
〇
番
、
八
六
七
番
の
よ
う
に
、

『浄
弁

注
』
三
伝
本
が
異
本
注
記
ま
で
含
め
て
同

一
本
文
を
持
た
な
い
例
も
見
ら

れ
る
。

「浄
弁
注
』
自
体
の
転
写
過
程
に
お
け
る
幾
多
の
改
変
も
予
測
さ

れ
、
自
ず
と
書
誌
的
な
課
題
と
も
交
錯
し
て
こ
よ
う
。
原
形
の
確
定
は
困

難
で
あ
る
が
、
現
存
す
る

『浄
弁
注
』
は
注
釈
部
の
脱
落
か
ら
も
、
各
伝

本
が
直
接
の
転
写
関
係
に
あ
る
と
は
考
え
に
く
く
、
三
本
に
共
通
す
る
部

分
は
、
よ
り
本
来
の
形
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
梅
沢

本

『古
今
集
』
と
の
対
照
を
行
う
に
あ
た
り
、
ひ
と
ま
ず
各
本
に
共
通
し

て
見
ら
れ
る
異
同
を

『浄
弁
注
』
の
独
自
本
文
と
し
て
採
り
挙
げ
、
よ
り

明
確
に
判
断
が
下
せ
る
例
か
ら
見
て
い
き
た
い
。

『浄
弁
注
』
五

一
〇
番
歌
と
そ
の
注
釈
は
次
の
通
り
で
あ
る

（５
）
。

梅
沢
本

『古
今
集
」
と
対
照
し
て
記
す
。

「浄
弁
注
』

（〓
ｏ番
歌
）

い
せ
の
う
み
の
あ
ま
の
川
ｄ
測
劇
う
ち
は
へ
て
（く
る
し
と
の
み
や
恋
わ
た
る
ら
む
〕

川
ｄ
洲
日
と
は
あ
み
に
つ
け
た
る
な
わ
を
た
く
る
也
。
構
縄
也
。
打
は
へ
て
は
打

延
な
り
。
ま
た
、
た
く
リ
ノ
ヽ
す
る
也
。

「古
今
集
』

［梅
沢
本
］

（〓
ｏ番
歌
）

い
せ
の
海
の
あ
ま
の
「
引
劉
図
う
ち
は
へ
て
く
る
し
と
の
み
や
思
ひ
わ
た
ら
む

『浄
弁
注
』
に
引
用
さ
れ
る

『古
今
集
』
歌
の
う
ち
、

「恋
わ
た
る
ら
む
」

と
い
う
第
五
句
は
、

「古
今
集
校
本
』
で
同

一
の
本
文
を
持
つ
伝
本
が
確

認
で
き
な
い
単
独
異
文
で
あ
り
問
題
は
残
る
が
、
単
独
異
文
で
あ
る
が
た

め
に

「恋
」
と

「
思
」
の
草
体
の
類
似
に
よ
る
誤
写
の
可
能
性
も
考
慮
さ

れ
、
ま
た
、
下
旬
は
書
陵
部
本
の
独
自
の
増
補
部
分
と
も
考
え
ら
れ
、
今

は
採
り
挙
げ
な
い
。
問
題
と
し
た
い
の
は
第
二
句
で
あ
る
。
第
二
句
は
梅

沢
本
に
は

「
あ
ま
の
つ
り
な
は
」
と
あ
り
、

「あ
ま
の
た
く
な
は
」
と
あ

る

『浄
弁
注
」
と
は
本
文
が
異
な
っ
て
い
る
。

「浄
弁
注
』
に
は
転
写
段

階
で
の
誤
写
、
改
訂
の
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
が
、
該
当
部
分
は
各
伝
本

共
通
で
あ
り
、
ま
た

「
た
く
な
は
と
は
あ
み
に
つ
け
た
る
な
わ
を
た
く
る

也
」
と
注
釈
が
付
さ
れ
る
こ
と
か
ら
も
、
第
二
句
は
元
来
が

「あ
ま
の
た

く
な
は
」
で
あ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
。
歌
語

「
た
く
な
わ
」
を

「
な
わ
を

た
く
る
」
と
解
す
る
例
は
、

「奥
義
砂
」
な
ど
の
先
行
歌
学
書
に
も
見
え
、

新
奇
な
注
と
は
い
え
な
い
が
、
梅
沢
本

『古
今
集
』
本
文
と
対
照
す
る
と
、

梅
沢
本
に
は

「た
く
な
は
」
の
語
が
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

こ
の
異
文
を
他
本
を
以
て
確
認
す
る
と
、
次
の
伝
本
に
本
文
の
一
致
が

見
ら
れ
る

（６
）
。

『古
今
集
』

（〓
ｏ番
歌
）

い
せ
の
海
の
あ
ま
の
「
引
劉
日
う
ち
は
へ
て
く
る
し
と
の
み
や
思
ひ
わ
た
ら
む
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た
く
…
家

た
く

〈
つ
リ
イ
〉
‥
六

前ヽ

伏ヽ

静ヽ

つ
り

〈た
く
イ
〉
‥
雅

前
田
家
本
、
伏
見
宮
本
、
な
ど
の
清
輔
本
系
伝
本
は
異
本
注
記
を
持
つ
も

の
の
、
第
二
旬
に

「あ
ま
の
た
く
な
は
」
の
本
文
を
持
つ
。

『浄
弁
注
』

の
注
記
は
こ
れ
ら
の
本
文
に
対
す
る
注
釈
で
あ
り
、
梅
沢
本

『古
今
集
』

本
文
に
即
し
た
注
釈
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

こ
の
よ
う
な
現
象
が
お
こ
る
要
因
を
考
え
る
前
に
、
他
の

『浄
弁
注
』

各
伝
本
に
共
通
す
る
異
同
の
例
に
つ
い
て
も

「古
今
集
』
諸
伝
本
と
の
本

文
の
一
致
を
確
認
し
、
問
題
点
を
挙
げ
た
い
。

Ｎ８
（第
四
句
）枝
も
た
わ
ゝ
に
―
―
枝
も
と
を
ゝ
に

前
田
家
本
ほ
か
清
輔
本
系
伝
本
四
本

（家

穂ヽ

天ヽ

伏ヽ
）
、
他
四
本

（為

行ヽ

蓮ヽ

恵ヽ
）
に

「と
を
ゝ
」
の
本
文
が
見
え
る
。

繋
只
第
二
句
）思
し
花
を
―
―
お
も
ひ
し
期
を

前
田
家
本
ほ
か
清
輔
本
系
伝
本
五
本

（家

穂ヽ

天ヽ

伏ヽ

六ヽ
）
、
建
久

二
年
俊
成
本
に

「き
く
」
の
本
文
が
見
え
る
。
定
家
本
の
内
、
伊
達

家
旧
蔵
本
、
貞
応
元
年
本
、
初
雁
文
庫
蔵
本

〔
に
出
己

な
ど
の
嘉

禄
本
伝
本
の
多
く
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本

〔や
田
↓
〒
露
〕

な
ど
の
貞
応
本
の
一
部
伝
本
に

「き
く
」
の
本
文
が
見
え
る
。

器
一（第
二
句
）す
く
す
月
日
は
―
―
す
く
る
月
日
は

六
条
家
本
ほ
か
四
本

（家

右ヽ

女ヽ

私ヽ
）
に

「す
く
る
」
の
本
文
が

見
え
る
。
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本

ε
８
よ
〕

（貞

応
元
年
本
）
は

「
す
く
る
」
の
本
文
を
持
つ
。

〓
８
（第
二
句
）名
と
り
か
は
―
―
い
さ
や
か
わ

前
田
家
本
ほ
か
清
輔
本
系
伝
本
五
本

（静

六ヽ

家ヽ

天ヽ

伏ヽ
）
に

「
い

さ
ら
か
わ
」
の
本
文
が
見
え
る
。
六
条
家
本
の
異
本
注
記
に

「
い
さ

ら
」
と
あ
り
。
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
な
ど
貞
応
元

年
本
は

「
い
さ
や
か
わ
」
の
本
文
を
持
つ
。

０８
（第
二
句
）さ
ら
ぬ
わ
か
れ
も
―
―
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の

前
田
家
本
ほ
か
清
輔
本
系
伝
本
五
本

（六

静ヽ

家ヽ

天ヽ

伏ヽ
）
、
他
六

本

（雅

右ヽ
ゝ
ミ
毘

女ヽ

今ヽ
）
に

「
わ
か
れ
の
」
の
本
文
が
見
え
る
。

伝
後
鳥
羽
天
皇
農
筆
本
の
異
本
注
記
に

「
の
イ
」
と
あ
り
。
東
海
大

学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
に

「
わ
か
れ
の
」
と
あ
り
。

８
ミ
（第
四
句
）我
お
ほ
し
と
い
ふ
―
―
わ
れ
お
ほ
し
て
ふ

定
家
本
の
内
、
伊
達
家
旧
蔵
本

・
貞
応
元
年
本

・
嘉
禄
本

・
頓
阿
の

識
語
を
有
す
る
貞
応
本
に

「
～
て
ふ
」
の
本
文
が
見
え
る
。

梅
沢
本

『古
今
集
」
と

『浄
弁
注
』
に
異
同
が
あ
る
部
分
は
、
他
に
本

文
が

一
致
す
る
伝
本
は
存
在
す
る
が
、
五

一
〇
番
歌
の
よ
う
に
、
前
田
家

本
な
ど
の
清
輔
本
系
伝
本
と
同
形
本
文
を
示
す
例
が
多
い
。

ま
た
、

「
浄
弁
注
』
と
清
輔
本
系
統
伝
本
と
を
比
較
す
る
と
、
本
文
異

同
だ
け
で
は
な
く
、
配
列
に
も
類
似
点
が
あ
る
。
定
家
本
で
は
、
伊
達
家

旧
蔵
本

・
貞
応
本

・
嘉
禄
本
を
問
わ
ず
、
墨
滅
可
と
し
て

『古
今
集
』
二

〇
巻
の
後
に
切
出
さ
れ
た
歌
群
が
、
二
〇
巻
内
に
残
存
す
る
の
が
清
輔
本

系
統
伝
本
の

一
つ
の
特
色
で
も
あ
る
の
だ
が
、

「浄
弁
注
』
で
は
、
四
伝
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本
共
に
、
定
家
本
で
は
墨
減
再
と
さ
れ
る
一
一
〇
八
番
歌
が
巻

一
五

。
恋

五
に
混
入
し
て
い
る

（
〓
”↓
〓
〓
↓
〓
一
の
歌
順
）

（７
）
。

「古
今
集

校
本
」
に
よ
れ
ば
、　
一
一
〇
八
番
歌
を
切
り
出
さ
ず
に
巻

一
五

・
恋
五
内

に
残
す

（ｄ
“↓
〓
器
↓
〓
８
↓
〓
８
↓
び
Ｎ
の
歌
順
）
伝
本
は
、
静
嘉
堂

文
庫
蔵
片
仮
名
本
、
六
条
家
本
、
家
長
本

（永
治
二
年
清
輔
本
）
、
前
田

家
本
、
天
理
図
書
館
蔵
本

（顕
昭
本
）
、
伏
見
宮
本

（顕
昭
本
）
な
ど
、

清
輔
本
系
統
の
伝
本
な
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
定
家
本
系
統
の
伝
本
は
、

通
常
、
切
り
出
し
た

一
一
〇
八
番
歌
第
二
旬
に

「な
と
り
か
わ
」
の
本
文

を
持
つ
の
に
対
し
て
、
清
輔
本
系
統
の
各
伝
本
は

「浄
弁
注
」
と
同

一
の

「
い
さ
や
か
わ
」
で
は
な
い
が
、
類
似
し
た

「
い
さ
ら
か
わ
」
の
本
文
を

有
す
る
の
で
あ
る

（８
）
。

他
に
気
に
掛
か
る
異
同
に
は
、
四
九
八
番
歌
初
旬

「我
宿
の
」
の
本
文

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
慶
応
本
に
は

「我
が
そ
の
ゝ
」
と
あ
る
が
、
他
三
本

は
共
に

「
わ
か
や
と
の
」
の
本
文
を
持
つ
。

『古
今
集
校
本
』
に
よ
る
と
、

こ
れ
は
元
永
本
の
み
に
見
ら
れ
る
異
文
で
あ
り
、
清
輔
本
系
伝
本
の
本
文

と
は

一
致
を
見
な
い
。
先
に
示
し
た
、
浄
弁
の
議
語
を
持
つ

『古
今
集
』

伝
本
中
（
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本

〔８
甲
冨
〕
の
四
九
八
番
歌
に
は

「
や
と

イ
」
と
い
う
異
本
注
記
が
存
し
、

「我
宿
の
」
の
本
文
は
厳
密
に
は
元
永

本
に
だ
け
見
え
る
単
独
異
文
と
し
て
過
度
に
強
調
す
べ
き
で
は
な
い
の
で

あ
る
が
、
該
本
の
伝
来
に
は
不
審
な
点
が
あ
り
、
ま
た
、
他
の

『古
今
集
』

伝
本
に
確
認
で
き
な
い
異
同
で
あ
る
だ
け
に
注
意
さ
れ
よ
う
。

『浄
弁
注
』
に
引
用
さ
れ
る

「古
今
集
』
本
文
は
、　
一
部
に
清
輔
本
系

伝
本
と
の
類
似
部
分
が
散
見
す
る
が
、
宗
匠
家
説
の
継
承
の
立
場
を
採
る

「浄
弁
注
』
が
、
清
輔
本
を
用
い
て
校
訂
を
行
っ
た
と
す
る
の
は
無
理
が

あ
ろ
う

（９
）
。
他
書
か
ら
の
影
響
を
想
定
し
て
み
た
い
。

先
に
、　
一
一
〇
八
番
歌
の
配
列
を
考
え
た
い
。　
一
一
〇
八
番
歌
注
は
、

「
浄
弁
注
」
に
先
行
す
る
も
の
と
し
て
は

『
六
巻
抄
』
が
あ
る
。

「六
巻
抄
』

（
〓
８
番
歌
）

（東
山
御
文
庫
蔵

〔彗
∵
Ｙ
Ｙ
一ふ
〕
）

犬
上

い
ぬ
か
み
の
と
こ
の
山
な
る
引
創
劇
川

測
「
「
Ｊ
鋼
鰤
劉
引
劉
廻
ｏ
ガ
「
イ
ヌ
カ
ミ

渕
「
「
劉
日
「
潮
劃
「
綱
到
刹
倒
川

こ
の
一
一
〇
八
番
歌
注
は
裏
書
部
分
に
存
す
る
が
、
掲
出
さ
れ
る
歌
順
は

巻

一
四

・
恋
四
と
巻

一
五

・
恋
五
の
間
で
あ
り

（認
∞番
歌
と
ぶ
∞番
歌
の

間
）
塁
減
腎
の
配
列
で
は
な
い

（
１０
）
。

「六
巻
抄
』
裏
書
に
は

『顕
注
密
勘
』
か
ら
の
引
用
と
考
え
ら
れ
る
部

分
が
多
く
見
え
る
こ
と
は
既
に
指
摘
が
あ
る
が
、
こ
の
部
分
も

『顕
注
密

勘
』
を
見
る
と
、

「顕
注
密
勘
』

（
〓
８
番
歌

・
巻
十
五
所
収
）

（書
陵
部
蔵

〓
〓
よ
〓
じ

い
ぬ
か
み
や
と
こ
の
山
な
る
＝
割
―ヽ
川
い
さ
と
こ
た
へ
て
我
名
も
ら
す
な

比
歌
、
両
證
本
に
は
な
け
れ
と
も
普
通
の
本
に
侍
れ
ば
釈
し
侍
也
。
犬
上
や
島
籠

の
山
な
る
い
さ
ゝ
河
と
は
、
剣
「
面
悧
鋼
鰤
劉
劃
引
例
劉
倒
。
と
こ
の
山
い
さ
ゝ
河

彼
所
に
あ
る
敗
。
後
拾
量
序
に
も
あ
ふ
み
の
い
さ
ゝ
河
い
さ
ゝ
か
に
比
集
を
え
ら

へ
り
と
か
ゝ
れ
た
り
。
お
ほ
つ
か
な
し
。
「
錮
錮
目
劉
曰
「、

劃
「
淵
コ
ロ
痛
＝
劇
剛
到
州
別
廻
河
不
知
二
五
寸
許
瀬
わ
か
な
告
奈
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と
侍
れ
は
、
い
さ
ゝ
河
は
違
萬
葉
敗
。
（以
下
略
）

と
あ
り
、
か
な
り
省
略
さ
れ
て
は
い
る
が
、

『六
巻
抄
』
の
注
記
は

『顕

注
密
勘
」
を
出
な
い

（傍
線
部
）
。
ま
た

「顕
注
密
勘
』
に
お
い
て
も

一

一
〇
八
番
歌
注
は
巻
十
五

・
恋
五
に
含
ま
れ
る
。

『
六
巻
抄
』
は

『顕
注

密
勘
』
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う

（Ｈ
）
。

「
浄
弁
注
』
を
見
る
と
、

『浄
弁
注
』

（
〓
８
番
歌

・
巻
十
五
所
収
）

い
ぬ
か
み
の
と
こ
の
山
な
る
引
剖
劇
洲
日
い
さ
と
こ
た
へ
よ
我
名
も
ら
す
な

と
こ
の
山
は
江
州
い
ぬ
か
み
の
郡
に
あ
り
。

と
、
影
響
を
問
う
程
の
特
異
な
類
似
点
は
見
え
な
い
が
、
や
は
り

『顕
注

密
勘
』

『
六
巻
抄
』
の
注
説
を
出
な
い
。

『浄
弁
注
』

一
一
〇
八
番
歌
の

配
列
は
、

「六
巻
抄
』
と
同
様

『顕
注
密
勘
』
に
倣

っ
た
も
の
か
。

ま
た
、
本
文
異
同
に
お
い
て
も
、
清
輔
本

（顕
昭
本
）
と
の
関
係
上
当

然
と
も
い
え
る
が
、

『顕
注
密
勘
」
と
の

一
致
が
確
認
で
き
る
。
先
に
示

し
た

『浄
弁
注
』
各
本
に
共
通
す
る
異
同
部
分
を
、
再
度

『顕
注
密
勘
』

と
対
照
し
て
示
せ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

第
四
旬
　
枝
も
と
を
ゝ
に
―
―
枝
も
と
を
ゝ
に

第
二
句
　
お
も
ひ
し
菊

〈花
イ
〉
を
―
―
お
も
ひ
し
菊
を

第
二
句
　
す
く
る
月
日
は
―
―
す
く
る
月
日
は

初
旬
　
　
我
宿
の
―
―
我
宿
の

第
二
句
　
あ
ま
の
た
く
な
は
１
１
あ
ま
の
た
く
な
は

第
二
句

　

い
さ
や
か
わ
―
―
い
さ
ゝ
か
わ

第
二
句
　
さ
ら
ぬ
わ
か
れ
の
―
―
さ
ら
ぬ
別
の

第
四
旬
　
わ
れ
お
ほ
し
て
ふ
―
―
我
を
ほ
し
と
い
ふ

一
〇
二
七
番
歌
に
依
然
異
同
が
残
る
た
め
全
て
の
異
同
を
画

一
的
に
捉
え

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
よ
り
明
確
な
異
同
部
分
、
三
二
三
、
二
七
五
、

五

一
〇
番
歌
、
ま
た
、
四
九
八
番
歌

「
わ
か
や
と
の
」
の
本
文
が
、

「顕

注
密
勘
』
に
も
見
ら
れ
る
点
は
注
意
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る

（１２
）
０

こ
れ
ら
の
本
文
異
同
に
つ
い
て

『浄
弁
注
』
の
注
釈
部
を
見
る
と
、
こ

れ
程
大
き
な
差
異
に
も
関
わ
ら
ず
、
本
文
異
同
に
つ
い
て
は
多
く
は
触
れ

な
い
。
二
七
五
番
歌

［
花
―
菊

］
の
異
同
に
つ
い
て
も

『浄
弁
注
』
は

何
も
触
れ
て
は
い
な
い
。
注
釈
部
を

『顕
注
密
勘
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、

『顕
注
密
勘
」
に
お
い
て
も
、
注
釈
が
施
さ
れ
る
の
は
、
大
沢
池
と
広
沢

池
の
関
係
及
び
位
置
で
あ
り
、
本
文
異
同
に
つ
い
て
は
注
記
さ
れ
な
い
。

三詈EE主 ヨぶ§

『
浄
弁
注
』

（
ヽ
い
番
歌
）

引
引
引

ひ
と
も
と
ゝ
お
も
ひ
し
菊
を
を
お
ほ
沢
の

〔池
の
底
に
も
た
れ
か
う
へ
け
む
〕

大
沢
、
広
沢
、
同
池
也
。
仁
和
寺
に

あ

り

。

『
顕

注
密
勘

』

（
ヽ
い
番
歌

）

ひ
と
も
と
ゝ
お
も
ひ
し
刺
を
大
沢
の
池
の

そ
こ
に
も
た
れ
か
う
ゑ
け
む

大
沢
の
池
と
は
、
ひ
ろ
さ
わ
の
池
也

ふ
る
く
は
大
沢
の
池
と
よ
め
り
。
大

和
物
語
に
、

大
沢
の
池
の
水
く
き
見
さ
り
せ
は
い

か
て
し
ら
ま
し
さ
か
の
つ
ら
さ
を

大
沢
は
其
里
の
名
と
そ
申
す
。
嵯
峨

野
に
有
り
。

『浄
弁
注
」
で
本
文
異
同
が
問
題
と
さ
れ
る
三
二
二
番
歌
注
の
場
合
は
、

『顕
注
密
働
』
で
も
異
同
に
触
れ
ら
れ
る

（
『僻
案
抄
』
に
も
あ
り
、
注

記
は
ほ
ぼ
同
文
）
。

『浄
弁
注
』

（博
∞番
歌
）
　
　
　
　
『顕
注
密
勘
』

（Ｎ
∞番
歌
）
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（折
て
み
は
お
ち
そ
し
ぬ
へ
き
秋
萩
の
〕

枝
も
ｄ
翻
‐ゝ
に
を
け
る
し
ら
露

と
を
ゝ
、
た
わ
ゝ
、
同
事
也
。
た
と

と
と
同
議
也
。
■
の
た
わ
む
は
か
り

を
け
る
な
り
。

折
て
見
は
お
ち
そ
し
ぬ
へ
き
秋
は
き
の
技

も
と
を
ゝ
に
を
け
る
し
ら
露

枝
も
と
を
ゝ
と
は
萬
素
に
は
枝
も
と

を
ヽ
と
よ
み
、
又
枝
も
た
わ
ゝ
と
も

よ
め
り
。
た
わ
ゝ
と
は
校
の
た
わ
み

た
る
敗
。
と
を
ヽ
、
た
わ
ゝ
、
同
五

音
也
。
と
と
た
と
同
五
音
也
。
を
と

わ
と
同
五
音
也

巳
上

一
同
。

『浄
弁
注
』
は

「
た
わ
ゝ
」

「
と
を
ゝ
」
の
本
文
異
同
を
問
題
と
し
な
が

ら
も
、
梅
沢
本
と
は
異
な
る

「
と
を
ゝ
」
の
本
文
を
掲
げ
る
。

「顕
注
密

勘
』
に
お
い
て
も
同
様
に

「
と
を
ゝ
」
の
本
文
が
掲
げ
ら
れ
る
。

『浄
弁

注
』
の
こ
の
例
も
、
や
は
り

『顕
注
密
勘
』
の
本
文
と
注
説
と
を
、
そ
の

淵
源
に
持
つ
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る

（１３
）
０

よ
り
積
極
的
に

『顕
注
密
勘
」
と
の
関
係
を
い
う
の
な
ら
ば
、
更
に
本

文
と
注
釈
細
部
に
わ
た
る
比
較
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
が
、

「浄
弁
注
』

の
注
説
は
大
概
至
っ
て
簡
略
で
あ
る
た
め
、
注
説
の
特
異
性

（本
説
の
特

異
性
な
ど
）
を
以
て
先
行
諸
書
と
の
影
響
関
係
を
問
う
こ
と
は
極
め
て
困

難
で
あ
る
。

引
用
本
文
の
問
題
に
か
え
っ
て
み
る
と
、
殊
更

『浄
弁
注
』
が
本
文
異

同
に
対
し
て
関
心
が
低
い
訳
で
は
な
い
。

『浄
弁
注
』
に
は
、

「～
と
云

本
、
不
可
用
」
と
い
っ
た
本
文
異
同
に
対
す
る
注
記
も
見
ら
れ
る
。

他
本
も
ゝ
ち
と
り
鳴
な
る
春
と
あ
り
、
不
可
月

（書
陵
部
本
な
し
）

桜
花
と
い
ふ
本
、
不
可
用
。

紅
葉
を
舟
に
と
云
本
あ
る
か
、
あ
な
が
ち
無
相
違
。

＊
８
”
　
か
け
さ
へ
み
ゆ
る
と
云
本
、
不
可
用
。

曽
∞
　
う
つ
し
う
え
ば
、
不
可
用
。

＊
曽
↓
　
み
よ
し
の
ヽ
た
か
き
の
山
と
云
本
在
之
、
不
可
用
。

〓
∞
　
ち
よ
に
ま
し
ま
せ
と
い
ふ
本
、
不
可
用
之
。

〓
一
　
君
が
命
の
あ
り
か
ず
に
せ
む
と
い
ふ
本
、
不
可
用
。

＊
〓
い
　
な
く
千
島
と
云
本
、
不
可
用
。

＊
〓
一
　
君
か
や
そ
ち
と
云
、
不
可
用
。

＊
８
Ｎ
　
饉
は
山
と
み
え
ぬ
か
な
と
云
本
、
不
可
用
。

＊
ま
い
　
野
は
な
け
な
る
を
と
云
本
、
不
可
用
。

＊
露
”
　
秋
霧
に
と
云
本
、
不
可
用
。

＊
８
ｏ
　
あ
ひ
に
あ
へ
る
は
と
云
う
事
、
不
可
用
。

＊
８
『
　
お
も
ひ
の
ま
ヽ
に
ま
と
云
本
、
不
可
用
。

＊
８
【
　
む
か
し
の
こ
さ
す
と
云
本
、
不
可
用
。

＊
一
８
ｏ　
か
も
の
ま
つ
り
の
と
か
け
る
本
、
不
可
用
。

だ
が
、
こ
れ
ら
は

『
浄
弁
注
』
独
自
の
注
記
で
は
な
い
。

「
＊
」
を
付
じ

た

『古
今
集
』
歌
の
本
文
異
同
は
、
既
に

『顕
注
密
勘
』
の
時
点
で
問
題

と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

「浄
弁
注
』
の
注
記
は
、
時
代
背
景
を
考

慮
し
て
も
、
直
接
の
批
判
対
照
と
し
て
の
異
本
、
異
文
を
想
定
し
て
い
る

と
は
考
え
ら
れ
ず
、
伝
受
さ
れ
た

「説
」
の
片
鱗
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、

『顕
注
密
勘
』
に

「
両
説
」
と
さ
れ
、

「
舟
橋
只

両
説
也
。
舟
と
も
橋
と
も
、
風
情
よ
り
こ
む
時
、
共
に
可
用
詠
也
」
と
決

着
を
み
な
い
ま
ま
に
詠
歌
論
に
転
化
さ
れ
る

一
七
五
番
歌
第
二
句
の

「舟
」

と

「橋
」
の
異
同
が
、

『浄
弁
注
』
で
は

「
紅
葉
を
舟
に
と
云
本
あ
る
か
、

あ
な
が
ち
無
相
違
」
と
さ
れ
る
の
も
、

「説
」
と
し
て
は
決
着
を
見
る
必

要
が
な
か
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

* * *
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お
わ
り
に

鎌
倉
時
代
に
お
け
る
二
条
宗
匠
家
の

『古
今
集
』
説
を
窺
う
資
料
と
目

さ
れ
る

「
浄
弁
注
』
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
浄
弁
と
そ
の
一
門
に
最
も
正

統
的
な
伝
授
を
伝
え
た
と
考
え
ら
れ
る
梅
沢
本

『古
今
集
」
と
は
対
応
を

見
な
い
部
分
が
あ
る
。
現
存
す
る

『古
今
集
』
の
議
語
に
よ
る
と
、
浄
弁

は
少
な
く
と
も
二
回
の
古
今
伝
授
を
受
け
て
い
る
。
ま
た
、

『浄
弁
注
』

奥
書
に
は
、

「
雖
面
授
口
決
、
綾
聞

一
反
帰
宅
記
之
云
廃
忘
云
僻
案
、
其

誤
定
繁
多
数
。
」
と
、　
一
端

「
面
授
口
決
」
を
許
さ
れ
た
後
で
あ

っ
て
も
、

帰
宅
の
後
記
し
た
た
め
誤
り
が
多
か
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
或
い
は
、

こ
の
よ
う
な
要
因
に
よ
り
、

「浄
弁
注
』
は
、
そ
の
成
立
過
程
か
ら
既
に

異
な
る
伝
受
説
、
僻
案
な
ど
を
含
ん
だ
重
層
的
な
注
釈
書
で
あ

っ
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
ま
た

一
方
で
、

「家
」
の

「学
」
と

「本
文
」

と
い
う
形
の
一
元
論
で
、
こ
の
時
代
の
注
釈
書
を
提
え
る
こ
と
自
体
が
不

可
能
で
あ
り
、
既
に
宗
匠
家
の
注
説
自
体
に
、
〓
一番
歌

「あ
ま
の
た
く

な
は
」
の
注
記
の
よ
う
に
、
相
伝
本
文
と
は
異
な
っ
て
い
て
も
注
さ
れ
る

べ。
き。
詞．
０
選
択
が
行
わ
れ
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

テ
キ
ス
ト
と
し
て
の

『浄
弁
注
』
自
体
も
数
度
の
転
写
を
経
た
で
あ
ろ

う
た
め
、
内
部
に
誤
写
、
或
い
は
意
識
的
改
訂
を
含
む
可
能
性
も
否
定
で

き
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
説
明
で
き
な
い
部
分
も
残
存
す
る
。

「
仰
云
」

と
い
う
文
辞
に
よ
り
、
早
く
か
ら
二
条
家
宗
匠
説
と
の
関
係
が
問
わ
れ
て

き
た

『浄
弁
注
』
で
あ
る
が
、
そ
の
成
立
の
周
辺
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
、

『古
今
集
』
本
文
、
先
行
注
釈
書
と
の
対
照
な
ど
と
共
に
、
注
釈
自
体
の

構
成
を
も
視
野
に
入
れ
た
、
よ
り
慎
重
な
作
業
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
後

考
を
期
し
た
い
。

注（１
）
武
井
和
人
氏

「
室
町
期
古
今
集
古
注
三
点
」

（
『中
世
和
歌
の
文

献
学
的
研
究
』
笠
間
書
院
　
平
元

・
７
）

（２
）
天
理
図
書
館
本
に
は

一
首
分
の
脱
落
と
思
わ
れ
る
部
分
が
あ
り

（
一
〇
九
五
番
歌
注
）
、
書
陵
部
本
は
詞
書
の
注
を
脱
し
て
い
る
部

分
が
あ
る

（七
四
七
番
詞
書
注
）
が
、
他
に
被
注
歌
の
出
入
は
な
い
。

な
お
、
①
は

『
図
書
寮
典
籍
解
題

拳
〓
　
（国
立
書
院
　
昭
２３

・
‐０
）

に
、
②
は

『
天
理
図
書
館
稀
書
目
録
　
製
菫
都
奎
』

（天
理
大
学
出

版
部
　
昭
３５

。
‐０
）
に
、
③
は

『桃
園
文
庫
目
録
　
中
巻
』

（東
海

大
学
附
属
図
書
館
　
昭
６３

・
３
）
に
、
④
は
阿
部
隆

一
氏

「
宗
碩
古

今
和
歌
集
聞
書
外
古
今
伊
勢
古
注
釈
書
類

（
Ⅱ
）
」

（
「慶
応
義
塾

大
学
図
書
館
月
報
」
５２

・
５３
　
昭
３５
）
に
解
題
が
あ
る
。

（３
）
稲
田
利
徳
氏

「
浄
弁
の
歌
歴
―
和
歌
四
天
王
の
一
人
―
」

（中
世

文
学
研
究
１８
　
平
４

●
８
）

（
４
）
梅
沢
本

『古
今
集
』
は
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の
翻
刻
を
用
い

た
。

『浄
弁
注
』
は
書
陵
部
本
を
以
て
代
表
さ
せ
、
書
陵
部
本
の
独

自
本
文
に
は

〔
〕
を
付
し
、
他
本
の
異
同
を
併
記
し
た
。
慶
応
本

は
抄
出
で
あ
る
た
め
、
項
目
を
持
た
な
い
場
合
に
は

「無
」
、
項
目

は
有
す
る
が
本
文
が
略
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は

「
略
」
と
記
し
た
。

ま
た
、

『古
今
集
』

『浄
弁
注
』
共
に
ミ
セ
ケ
チ
が
あ
る
場
合
は
、
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消
さ
れ
た
文
字
に
異
同
が
あ

っ
て
も
細
字
が

一
致
す
れ
ば
異
同
を
採

ら
な
い
。
詞
書

・
作
者
名
注
記
の
異
同
は
含
ん
で
い
な
い
。

（
５
）

『浄
弁
注
』
は
書
陵
部
本
を
以
て
代
表
さ
せ
、
書
陵
部
本
の
独
自

部
分
に
は

〔
〕
を
付
し
た
。
他
本
に
参
照
す
べ
き
異
同
が
見
ら
れ

る
場
合
に
は
そ
の
由
を
注
記
す
る
。

（６
）

『古
今
集
』
の
校
異
は
、

「古
今
集
校
本
』
と
、
東
海
大
学
附
属

図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
貞
応
元
年
本

（
『東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印

渡
書
５
　
古
今
和
歌
集
』
東
海
大
学
出
版
会
　
平
３

ｏ
ｌ
）
、
田
村

緑
氏

「貞
応
本
と
嘉
禄
本
の
間
―
定
家
本
古
今
和
歌
集
の
本
文
異
同

を
め
ぐ
っ
て
―
」

（国
語
国
文
５４
１
‐０
　
昭
６０

．
Ｈ
）
に
指
摘
さ
れ

て
い
る
貞
応
本
と
嘉
禄
本
の
校
異
な
ど
を
用
い
て
示
し
た
。

（７
）
書
陵
部
本

『浄
弁
注
』
は
、　
一
一
〇
八
番
歌
の
前
に

「恋
し
く
は

し
た
に
や
お
も
へ
む
ら
さ
き
の
　
下
」
と
い
う
墨
減
毒
の
注
記
を
持

つ
が
、
こ
れ
は
、
書
陵
部
本
の
転
写
過
程
で
書
面
整
理
が
行
わ
れ
た

際
の
増
補
部
分
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（８
）
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園
文
庫
蔵
本
な
ど
の
貞
応
元
年
本
に
は
、

一
一
〇
八
番
歌
第
二
句
に

「
い
さ
や
か
わ
」
の
本
文
が
見
え
る
。
浄

弁
の
議
語
を
有
す
る
貞
応
元
年
本
も
伝
わ
る
の
で
、
そ
れ
と
の
関
係

も
気
に
掛
か
る
が
、
貞
応
元
年
本
に
お
い
て
も

一
一
〇
八
番
歌
は
墨

減
可
で
あ
り
、
配
列
は
巻
二
〇
の
外
に
な
る
。

（９
）
先
に
略
解
し
た
書
陵
部
蔵
本

〔８
甲
調
〕
は
、　
一
部
に
清
輔
本
系

統
伝
本
の
特
徴
を
有
し
て
い
る
が
、
伝
来
に
疑
間
が
残
る
こ
と
は
既

に
述
べ
た
。
ま
た
浄
弁
が
清
輔
本
系
統
伝
本
を
披
見
す
る
機
会
に
恵

ま
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
本
文
を
用
い
る
必
然
性
は
間
わ
れ
て

し
か
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
清
輔
本

『古
今
集
』
の
伝
来
に
つ
い

て
は
、
川
上
新

一
郎
氏

「清
輔
本
古
今
集
を
披
見
し
た
人
々
―
江
戸

後
期
伝
来
党
書
―
」

（三
田
国
文
１０
　
昭
６３

・
‐２
）
に
詳
し
い
が
、

同
論
に
拠
れ
ば
、
中
世
期
に
辿
れ
る
清
輔
本
の
伝
流
は
、
尊
経
閣
蔵

伝
清
輔
筆
本
の
識
語
に
見
ら
れ
る
尊
円
法
親
王

（
正
平
十

一
年

〔
〓

８
〕
入
減
）
と
さ
れ
る

（了
佐
の
極
に
拠
る
）
辺
り
ま
で
だ
と
い
う
。

も
し
、
浄
弁
の
識
語
が
信
頼
に
足
る
の
な
ら
ば
、
書
陵
部
蔵
本

〔８

甲
認
〕
も
、
最
末
期
頃
の
清
輔
本
伝
来
の
記
録
と
な
る
。

（
１０
）

『六
巻
抄
」
は
、
近
時
、
曼
殊
院
蔵
本

（
『曼
殊
院
古
今
集
伝
授

資
料
３
』
汲
古
書
院
　
平
３

●
４
）
、
東
海
大
学
附
属
図
書
館
桃
園

文
庫
蔵
本

（
『東
海
大
学
蔵
桃
園
文
庫
影
印
叢
書
１〇
　
一ハ
親

（付

紙
背
文
書
）
』
東
海
大
学
出
版
会
　
平
３

●
１
）
が
公
開
さ
れ
た
が
、

一
一
〇
八
番
歌
注
は
何
れ
も
巻
十
四
と
巻
十
五
の
間
の
裏
書
相
当
部

分
に
確
認
で
き
る
。

（Ｈ
）

「顕
注
密
勘
』
に
拠
る
と
考
え
ら
れ
る

『六
巻
抄
』
の
一
一
〇
八

番
歌
第
二
句
が

「
い
さ
や
河
」
で
あ
る
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

「顕

注
密
勘
』
の
諸
伝
本
中
に
は
、　
一
一
〇
八
番
歌
第
二
句
に

「
い
さ
や

か
わ
」
の
本
文
を
持
つ
も
の
も
あ
る
が
、
多
く
は

「
い
さ
ゝ
河
」

「
い
さ
ら
か
わ
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
本
来
の
形
と
考
え
ら
れ
る
。

（
‐２
）

『顕
注
密
勘
』
は
顕
昭
の
注
釈
に
定
家
が
密
勘
を
付
し
た
と
考
え

ら
れ
る
た
め
、
引
用
さ
れ
る

『古
今
集
』
本
文
は
清
輔
本
系
統
で
あ

る
と
予
測
さ
れ
る
が
、
伝
本
中
最
多
数
の
残
存
を
見
る
慶
融
識
語
本
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は
、
ほ
ぼ
何
れ
も
四
九
八
番
歌
に

「
わ
か
や
と
の
」
の
本
文
を
持

つ

な
ど
、
清
輔
本
系
統
伝
本
と

一
致
を
見
な
い
例
も
存
す
る
。

「顕
注

密
勘
』
の
伝
来
と
引
用

『
古
今
集
』
本
文
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
考

え
て
み
た
い
。

（
‐３
）
先
に
挙
げ
た
五

一
〇
番
歌
は

『顕
注
密
勘
』
に
は
、

伊
勢
の
う
み
の
渕
ョ
別
ョ
引
Ч
翻
口
，
ち
は
へ
て
く
る
し
と
の
み
や
思
わ
た
ら
む

あ
ま
の
た
く
な
は
と
は
網
に
つ
け
た
る
大
縄
也
。
日
本
紀
に
は
拷
縄
と
か
け

り
。
た
く
る
な
は
と
云
也

（以
下
略
）
。

此
歌
つ
り
縄
を
用
。
た
く
な
は
釣
縄
委
く
し
り
特
す
。
只
あ
ま
の
つ
り

な
は
う
ち
は
へ
て
く
る
物
な
れ
は
う
ち
は
へ
て
く
る
と
云
よ
し
に
そ
ヘ

て
よ
め
る
と
そ
。

と
あ
り
、

『浄
弁
注
』
は
顕
注
の
前
半
部
に
一
致
す
る
注
記
を
持
つ
。

『顕
注
密
勘
』
に
掲
出
さ
れ
る
本
文
第
二
句
も

「あ
ま
の
た
く
な
は
」

と
あ
る
が
、
定
家
密
勘
で
は

「
あ
ま
の
つ
り
な
は
」
を
用
い
る
よ
う

に
明
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
例
を
ど
う
考
え
れ
ば
良
い
の
か

は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

深
津
睦
夫
氏

「宗
匠
家
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
注
釈
」

（
『古
今
集
の

世
界

伝
警
豊
』
世
界
思
想
社
　
昭
６‐

．
２
）
に
は
、
宗
匠
家
説
と

『顕
注
密
勘
』
の
関
係
を
述
べ
ら
れ
る
中
に
、

『浄
弁
注
』
の
注
記

が
、

『顕
注
密
勘
』
に

一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。

『
浄
弁
注
』

（
８
い
番
注
）

清
凛
は
醍
醐
に
も
高
雄
に
も
あ
り
。
然

而
此
歌
は
吉
野
の
消
に
て
よ
め
り
。

（以
下

「や
ま
わ
け
衣
」
の
注
）

『
顕
注
密
勘

』

（
露
い
番

注
）

き
よ
瀧
は
醍
醐
に
も
あ
り
。
き
よ
た
き

河
は
高
雄
に
も
あ
れ
と
此
歌
は
よ
し
野

の
た
き
に
て
議
り
。

一
（以
下

「や
ま
わ
け
衣
」
の
注
）

こ
の
例
は
、
早
く
に
片
桐
洋

一
氏

『中
世
古
今
集
注
釈
書
解
題
　
一一ご

（赤
尾
照
文
堂
　
昭
５６

・
８
）
に

「
由
緒
あ
る
定
家
本
で
は

「
題
し

ら
ず
」
と
あ
る
が
、
寛
親
本

。
永
治
本

。
前
田
本

。
天
理
本
な
ど
の

清
輔
本
の
系
統
、
雅
経
本

。
今
城
切
な
ど
に
は

「
題
ｔ
ら
ず
」
が
な

い
か
ら
、
前
の
歌
の
詞
書

「
吉
野
の
滝
を
見
て
よ
め
る
」
を
承
け
る

こ
と
に
な
る
。

「
浄
弁
注
」
や

「
六
巻
抄
」
は
そ
の
よ
う
な
六
条
家

の
説
か
ら
十
分
に
抜
け
出
し
て
い
な
い
点
で
共
通
し
て
い
る
。
」
と

指
摘
さ
れ
る
。
こ
の
例
も
直
接
の
典
拠
と
し
て
は
間
に

『顕
注
密
勘
』

の
注
説
を
想
定
で
き
そ
う
で
あ
る
。

な
お
、
同
じ
く
鎌
倉
時
代
の
二
条
宗
匠
家
説
を
伝
え
る
資
料
で
あ

る

『六
巻
抄
」
に

『顕
注
密
勘
』
の
説
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
深
津
睦
夫
氏

「
『六
巻
抄
」
と
宗
匠
家
説
―
宗
匠
家
の
古
今

集
注
釈
１
１
」

（国
語
国
文
５６
‐
２
　
昭
６２

。
２
）
に
指
摘
が
あ
る
。

（う
ん
の
。
け
い
す
け
　
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
）
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